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363.3.滋樹のベッドレストがとトの下放骨格筋の
形態的特設に及ぼす景タ欝
。秋関;玄 (筑波大学大学技)
久野籍也(策京大学教養学部〉
勝間茂 (筑波大学体育科学系)
綴永哲夫(東京大学教養学部)
(l3的}これまでベッドレストにともなうとトの下
校鰍筋の形態h瀞防法i針葉織に泌する約自立少
ない.本研究の箆的は20日照のベッドレストがピトの
下段脅格筋の形態的特牲に却ます影響について検言iげ
ることである.
{方法] 10.人の鐙綾な努tt~併のおよび女性物劫が
水5判印詩人{立による20日間のベッドレストに参加した.
縫気共鳴狭像法合成。により，大泌総および-r-総銘の
連続横断像〈上能路管練・2受誇遼投機関)をスライス
!事1OIlltl¥.スライス問機7UIDにより総定した.得られ
た横断像より務{峨 (KE;4筋). J密務総事;6.筋)> 
足底腐筋 (PF;3，筋) ・背総務 (IF;1筋〉の務容緩
(MV)，解約学的筋断言言穣(ACSJ.ゆおよび筋j支払1L与を総
定した.骨盤Jと筋線総長悦jのよじカ鳴により一定であ
ることから，孔を算出し，Wi位脱むら(19紛の溌{本の
データにおける筋線殺の滋1T角度を生理学的{鋭部議
侠:SA)の算出こ用いた.民側の総定はベッドレスト前
(Pre)，鰯始10自信争的，箆後倹幼および終了1ヵ月後
侭儲nlx脳協1)の4[ill策絡した.
{結果および考鱗胞の全ての1mにおけるMVおよ
びPaiAは民俗およびP舗において有意な低下が緩めら
れた争<.0.(5).KFでは機二機完(総長).特集も鰯，
縫工務のMVおよひ演コSAが許制およひTust{こおいて者意
に慾下し(p<O.:的，半幾様筋では均約みに有意に低下
が認められた命〈説的.PFではヒラメ筋のMVおよび
PCSAカも制およひ演説において宥;愈に低下しゃくO.的，
勝媛筋肉僚議および予外側畿のMVおよひ~A'ま決獄に
おいてのみ有意に低下したやd).05).また.KEおよび
KFのPCSAIのP側二おける低下家出版であり，符の
それは1俄であった.一方，肢である説経管筋はMV
およびPCSAともに有滋に変化は認‘められなかった.
また， R鍛治脂綿にはi.lllj定に用いた全ての綴のかfNお
よびPCSAは鶴援していた.
以上の結莱より， 20日間のベッドレストは大総務と
比較して，足底路筋の筋形態により紗謬を与えること
が鳴かとなり，これは日常の体盤渋潟当舌撃さにおいて，
より動良されていることを示唆しているー
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